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人にしてもらいたいと思うことは何でも、
　　　　  　　　　　　　あなたがたも人にしなさい。

（マタイによる福音書  第7章12節）

今年度主題聖句

待降節第１週
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●　礼拝堂は、神に礼拝を捧げるための神聖な場所です。堂内では、私語を慎み、静粛を

保つよう心がけて下さい。

●　飲食物の持ち込みは禁止です。携帯電話の電源は必ず切って下さい。礼拝堂内では脱帽

して下さい。

●　礼拝の中で、「祈祷」の時には、目を閉じ、手を組み、頭を垂れ、祈りにふさわしい

姿勢を取り、祈る人の言葉に集中して下さい。

●　礼拝とは、前奏、讃美歌、聖書朗読、説教、祈り、後奏までを含んだものを言います。

説教が終わったとたんに退席するなど、礼拝途中での出入りは慎んで下さい。　

Wesley Hall News No.113 が発行されました。
  各キャンパス宗教センター、礼拝堂で配布しています。ぜひお読み下さい。

　ヨナは、ヨナ書に登場する預言者

です。悪が横行するアッシリアの

都ニネベの滅亡を告げるように

神から命令を受けますが、最初は

その使命の困難さに怯んで逃げて

しまいます。

　しかし、海で巨大な魚に呑まれる

という不思議な仕方で捕えられ、もう一度ニネベに遣わされます。そしてヨナは都の

滅亡を告げました。するとニネベの人々は反発するのでなく、予想に反して悪の道を

離れます。そこで神はニネベに災いをくだすのをやめてしまいました。

　ヨナは自分の滅亡の告知が実現しなかったことで、大いに不満を覚えました。しかし､

神は民族を超えた大きな存在で、神を信じ、悪の道から離れるならば思い直され､

災いをくだすのをやめられることを、ヨナ書は示しています。聖書の神はユダヤ民族

を超えて、大きく世界に働きかける普遍性をもっています。

聖書の人々 ［26］
「ヨ　ナ」 Jonah

　アドヴェントは「到来」を意味し、クリスマスに先立つ四週間、主イエス・キリストの降誕日
を迎える心の準備をする時です。この期間、聖壇のオルタークロスと礼拝週報の印刷は紫色
となります。この色は悔い改めを表しています。

待降節（アドヴェント＝Ａｄｖｅｎｔ）

　日　時　１２月１４日（土）  １８時開演
　場　所　青山キャンパス　ガウチャー記念礼拝堂

大学聖歌隊クリスマス奉唱会

青山キャンパス（昼間部・第二部合同）
日　時　１２月１７日（火）１８時３０分～１９時３０分
場　所　ガウチャー記念礼拝堂
説　教　及  川　  信 （中渋谷教会牧師）

相模原キャンパス
日　時　１２月１９日（木）１８時３０分～１９時３０分
場　所　ウェスレー・チャペル
説　教　須  田　  拓 （橋本教会牧師、東京神学大学常勤講師）

大学クリスマス礼拝

東日本大震災の被災地を覚えての祈祷会

青山キャンパス　本部礼拝堂　１２時３５分～１３時５分
相模原キャンパス　ウェスレー・チャペル２階 小礼拝堂　１２時４０分～１３時１０分

被災された方 と々そのご家族、復興のために尽力されている方々を覚え、共にお祈りください。
１２月１１日（水）


